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第 1章 序論 

 

中国では高齢化の急速な進展と家族扶養の変容が同時に進み、在宅生活を

支える介護サービスの整備が重要課題となっている。一方で、サービスの認

知や利用意向があっても実際の利用に結びつきにくいことが報告されてお

り、日常生活動作（ADL）など身体機能指標に依拠したニーズ把握だけでは、

支援が必要な層を十分に捉えられない可能性がある。そこで本研究は、在宅

高齢者の生活基盤の損なわれやすさを示す脆弱性指標に着目し、ADL で区分

した自立度別に脆弱性（総合および曝露・感受性・適応能力）の分布を示す

ことで、介護ニーズの潜在化の一端を明らかにすることを目的とした。 

 

第 2章 研究方法 

 

2.1 調査対象と調査方法 

中国国内で在宅生活を送る 60 歳以上の高齢者を対象とした。構造化質問票

によるウェブ調査を実施し、入力が困難な場合は本人の回答内容を家族等が

代理入力できる形とした。 

2.2 分析項目 

基本属性（性別、年齢層、居住地）に加え、日常生活の自立度として BADL

得点を得点化した。脆弱性は気候変動に関する政府間パネル

（Intergovernmental Panel on Climate Change）の概念を高齢期の生活条件

に応用し、曝露（直近 1年の負の出来事 4 項目）、感受性（健康・心理・主観

評価等 4項目）、適応能力（経済資源やインフォーマル支援等 5項目）の計

13 指標で測定した。 

2.3 分析方法 

指標の尺度差を整えるため正規化を行い、情報量に基づくエントロピー法

で重み付けした。各次元指数（曝露・感受性・適応能力）を算出し、曝露と

感受性が高いほど脆弱性が高まり、適応能力がそれを緩和する構造として総

合脆弱性指数を構成した。総合指数および次元指数は K-means により低・

中・高の 3群に区分し、ADL は分布の安定性を考慮して低・中度と高度の 2

区分で比較した。自立度別に分布を示し、必要に応じて指標レベルの特徴も

整理した。 

2.4 倫理的配慮 

本研究の調査は桜美林大学研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認

日：2025 年 7 月 8 日、承認番号：25012）。 

 

第 3章 結果 

 

308 件の回答から不完全回答を除いた 300 件を分析に用いた。 
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ADL が高度である集団が多数を占める一方、その内部にも総合脆弱性が高

い層が一定程度確認された。自立度が低・中度の群では総合脆弱性が高い者

と感受性が高い者が相対的に多かった。指標レベルの検討では、高脆弱性層

で抑うつ症状や慢性疾患負担が目立ち、身体機能の低下だけでは捉えにくい

健康・心理面の不安定性が示唆された。また、負のライフイベント経験が集

中する層が存在し、生活上のショックが脆弱性を押し上げる可能性が確認さ

れた。さらに、適応能力（資源・支援条件）の不足は自立度の高低にかかわ

らず広く観察され、経済資源やインフォーマル支援ネットワークの薄さが潜

在的な不安定性として残っていることがうかがえた。 

 

第 4章 考察 

 

脆弱性指標を ADL の層別と接続することで、「自立している」集団の内部

に、リスク経験や資源不足によって支援が必要になりやすい層が含まれるこ

とを可視化した点に意義がある。ADL 中心の把握は介護度の判定やサービス

配分に有用である一方、予防的支援の観点では、負の出来事への曝露、心

理・健康の不利、経済資源や社会関係資本の不足を併せて捉える必要があ

る。曝露や感受性の高さが将来的な機能低下やサービス需要の増大につなが

りうること、適応能力の不足が回復や対処を難しくしうることを踏まえれ

ば、身体機能が保たれている段階から多領域の評価に基づくアウトリーチや

資源調整を行うことが、ニーズの潜在化を防ぐうえで重要となる。本研究は

ウェブ調査による選択性や横断データである点など限界もあるが、身体機能

評価に生活条件の指標を組み込むことで、潜在化しやすい介護ニーズの早期

把握と支援設計に資する可能性を示した。 

本論文の作成にあたり、先生達の指導が不可欠です。指導教員の杉澤先生

には、研究計画書の段階より終始丁寧なご指導を賜り、多くの示唆に富むご

助言を頂戴しました。また、副査の長田先生ならびに中谷先生にも、貴重な

ご指摘を賜りました。心より厚く御礼申し上げます。 

さらに、桜美林大学には、文献査読のための環境をご提供いただくととも

に、統計解析ソフトウェアを利用できる体制を整えていただきました。研究

を進める上で大きな支えとなりましたことを、ここに記して感謝申し上げま

す。 
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